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守
護
町
勝
瑞
が
あ
っ
た
徳
島
県
板
野
郡
藍
住
町
は
徳
島
市
の
北
隣
に
位
置
す
る
。
町
の
東
端
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
藍
住
駅
か
ら
数
分
歩
く

と
か
つ
て
の
守
護
町
の
中
心
部
に
着
く
。
現
在
は
一
見
、
よ
く
あ
る
郊
外
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ
る
が
、
一
六
世
紀
に
は
日
本
有
数

の
「
都
市
」
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
は
、
遅
く
と
も
一
五
世
紀
後
半
か
ら
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
ま
で
、
一
〇
〇
年
以
上
、
阿
波
国
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
は
、
阿
波
守
護
細
川
氏
は
も
ち
ろ
ん
、
次
の
室
町
将
軍
候
補
の
足
利
氏
や
、
幕
府
管
領
家
の
細
川
氏
が
居
住
し
た
。
一
六
世

紀
、
こ
こ
を
基
盤
に
台
頭
し
た
三
好
氏
は
、
京
都
で
中
央
政
界
の
覇
権
を
争
う
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
三
好
長
慶
は
室

町
将
軍
を
し
の
ぎ
、
織
田
信
長
に
先
ん
じ
て
事
実
上
の
「
天
下
人
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
六
世
紀
末
期
以
降
、
守
護
町
の
痕
跡
は
徐
々
に
失
わ
れ
、
人
々
の
記
憶
も
う
す
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
六
年
（
一
九
九

四
）、
藍
住
町
教
育
委
員
会
が
勝
瑞
城
跡
の
発
掘
調
査
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
に
平
成
九
年
に
勝
瑞
館
跡
が
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ

る
と
そ
の
遺
跡
と
し
て
の
重
要
性
か
ら
勝
瑞
は
全
国
的
な
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

武
家
の
館
や
城
を
中
心
と
す
る
屋
敷
群
、
寺
院
、
町
屋
、
港
津
な
ど
が
広
域
に
広
が
る
守
護
町
勝
瑞
は
、
一
六
世
紀
の
地
方
政
治

拠
点
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
ユ
ニ
ー
ク
な
空
間
構
造
を
も
つ
。
藍
住
町
や
徳
島
県
教
育
委
員
会
の
情
報
発
信
や
働
き
か
け
に
応
じ
、

全
国
の
歴
史
学
（
文
献
史
学
）、
考
古
学
、
地
理
学
、
建
築
史
学
、
城
郭
史
、
庭
園
史
な
ど
の
研
究
者
が
こ
の
遺
跡
に
注
目
す
る
よ

う
に
な
り
、
毎
年
の
よ
う
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
地
元
の
市
民
の
関
心
も
高
く
、
研
究
成
果
を
伝
え
る

講
演
会
場
は
た
い
て
い
満
員
の
盛
況
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
歴
史
的
な
価
値
が
高
く
、
研
究
者
・
市
民
の
関
心
を
集
め
る
勝
瑞
に
つ
い
て
、
そ
の
都
市
構
造
や
遺
跡
の
範
囲
を
確
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定
す
る
た
め
、
平
成
一
九
年
、
守
護
町
検
証
会
議
が
設
置
さ
れ
、
学
際
的
な
共
同
研
究
が
は
じ
ま
っ
た
。
会
議
の
成
果
は
平
成
二
六

年
三
月
に
報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
成
果
を
基
礎
に
、
よ
り
多
様
な
視
角
か
ら
勝
瑞
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
、
多
く
の
方
々

に
勝
瑞
研
究
の
到
達
点
を
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
本
書
を
刊
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

本
書
の
各
論
攷
を
つ
う
じ
て
守
護
町
勝
瑞
の
歴
史
的
意
義
が
徳
島
県
内
・
県
外
の
多
く
の
方
々
に
伝
わ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
そ
し

て
勝
瑞
遺
跡
が
、
地
域
の
宝
と
な
り
、
全
国
の
政
治
拠
点
研
究
の
鑑
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　

二
〇
一
七
年
一
月

�

仁 

木 　

宏
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序　

章　

勝
瑞
研
究
と
中
世
都
市
史

石
井
伸
夫

は
じ
め
に

　

本
書
は
、
中
世
後
期
の
阿
波
国
に
成
立
し
た
地
方
政
治
拠
点
「
守
護
町
勝
瑞
遺
跡
」
を
対
象
に
、
考
古
学
、
文
献
史
学
、
歴
史
地

理
学
、
城
郭
研
究
等
関
連
す
る
諸
分
野
か
ら
の
学
際
的
検
討
を
行
い
、
そ
の
都
市
構
造
を
可
能
な
限
り
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
と
と
も

に
、
都
市
が
形
成
さ
れ
た
中
世
か
ら
近
世
初
頭
に
お
け
る
地
域
社
会
の
推
移
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

序
章
で
あ
る
本
章
で
は
、
勝
瑞
研
究
の
成
果
と
到
達
点
を
示
す
と
と
も
に
、
遺
跡
の
調
査
・
研
究
が
直
面
す
る
課
題
を
明
示
す
る

こ
と
と
し
、
そ
の
課
題
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
収
載
さ
れ
た
各
論
文
の
位
置
づ
け
を
行
い
た
い
。

　

そ
の
際
、
検
討
の
前
提
作
業
と
し
て
、
①
守
護
町
勝
瑞
遺
跡
の
地
勢
と
歴
史
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
②
近
世
以
降
、
現
在
に
い

た
る
ま
で
の
「
勝
瑞
像
」（
勝
瑞
城
館
跡
、
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
都
市
の
景
観
イ
メ
ー
ジ
）
の
変
化
と
研
究
の
あ
り
方
を
整
理
し
、

③
こ
れ
を
全
国
的
な
都
市
研
究
史
の
流
れ
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
先
述
の
課
題
把
握
に
努
め
た
い
。

　

な
お
本
章
を
含
め
本
書
に
お
い
て
は
、
勝
瑞
の
検
討
に
際
し
て
「
勝
瑞
城
跡
」「
勝
瑞
館
跡
」「
勝
瑞
城
館
跡
」「
守
護
町
勝
瑞
遺

跡
」
と
い
う
、
異
な
る
概
念
か
ら
な
る
四
つ
の
用
語
を
併
行
し
て
使
用
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
相
互
関
係
を
明
ら
か
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に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
各
概
念
の
定
義
づ
け
を
行
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
定
義
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

🄰�
「
勝
瑞
城
跡
」
は
、
見
性
寺
境
内
に
現
存
す
る
濠
と
土
塁
に
囲
ま
れ
た
区
画
を
指
す
。
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
に
県
史
跡

に
指
定
さ
れ
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
以
降
の
発
掘
調
査
で
、
勝
瑞
廃
絶
直
前
に
構
築
さ
れ
た
出
城
的
曲く

る
わ輪
と
の
性
格
づ
け

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

🄱�
「
勝
瑞
館
跡
」
は
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
以
降
の
発
掘
調
査
で
、「
勝
瑞
城
跡
」
の
南
側
一
帯
で
順
次
確
認
さ
れ
た
、
大

型
の
濠
に
囲
繞
さ
れ
る
複
数
の
区
画
（
館
群
）
を
指
す
。
土
塁
等
の
防
御
施
設
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
複
数
の
庭
園
遺
構
や

大
型
の
礎
石
建
物
跡
に
象
徴
さ
れ
る
居
館
的
性
格
を
持
つ
区
画
で
あ
る
。

　

🄲�
「
勝
瑞
城
館
（
跡
）」
は
、
最
終
段
階
で
一
体
的
な
機
能
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
勝
瑞
城
跡
」
と
「
勝
瑞
館
跡
」
の
総

称
で
あ
る
。
勝
瑞
の
政
治
的
中
心
機
能
を
持
つ
区
画
で
あ
り
、
平
成
一
三
年
（
二
〇
〇
一
）
の
国
史
跡
指
定
名
称
で
も
あ
る
。

　

🄳�
「
守
護
町
勝
瑞
（
遺
跡
）」
は
、「
勝
瑞
城
館
跡
」
を
中
心
に
、
そ
の
周
囲
に
広
が
る
と
考
え
ら
れ
る
寺
院
跡
、
町
屋
跡
、
街
道

お
よ
び
港
津
遺
構
、
惣
構
跡
等
の
都
市
要
素
を
総
合
し
た
広
域
都
市
遺
跡
を
指
す
概
念
で
あ
り
、
文
化
財
保
護
法
に
も
と
づ
く

「
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」
の
名
称
で
も
あ
る
。
こ
の
四
つ
の
概
念
は
、
🄰
と
🄱
は
並
立
し
つ
つ
あ
わ
せ
て
🄲
を
構
成
し
、
🄲
は

🄳
に
含
ま
れ
る
関
係
と
な
る
。

　

以
下
、
本
章
お
よ
び
本
書
収
載
の
各
論
文
に
お
い
て
は
、
上
記
の
定
義
に
も
と
づ
き
、
四
つ
の
概
念
を
適
宜
使
い
分
け
な
が
ら
論

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

第
一
節　

勝
瑞
の
位
置
と
環
境
、
お
よ
び
歴
史
に
つ
い
て

　

本
節
で
は
守
護
町
勝
瑞
遺
跡
（
以
下
、
必
要
に
応
じ
て
「
勝
瑞
」
と
略
す
）
の
お
か
れ
た
位
置
と
環
境
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
守
護
所
設
置
以
前
の
時
期
も
含
め
て
概
観
し
た
い
。
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ま
ず
勝
瑞
の
位
置
と
地
理
的
環
境
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
勝
瑞
は
、
徳
島
県
の
北
東
部
、
現
在
の
板
野
郡
藍あ
い

住ず
み

町
の
東
端
に
位
置

す
る
。
当
該
地
域
は
徳
島
県
北
部
を
東
西
に
貫
流
す
る
吉
野
川
の
下
流
域
に
あ
た
り
、
吉
野
川
が
形
成
す
る
広
大
な
デ
ル
タ
（
三
角

州
）
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
た
る
。
地
形
は
き
わ
め
て
低
平
で
、
乱
流
す
る
旧
河
道
の
痕
跡
を
多
く
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
河
道
跡
の

あ
い
だ
に
微
高
地
が
点
在
す
る
地
形
と
な
っ
て
い
る
。
現
状
で
は
地
域
の
南
側
を
吉
野
川
の
本
流
が
貫
流
し
て
お
り
、
北
側
に
は
こ

れ
と
併
行
す
る
よ
う
に
旧
吉
野
川
が
同
じ
く
東
西
に
流
れ
て
い
る
。
中
世
段
階
で
は
こ
の
旧
吉
野
川
が
吉
野
川
の
本
流
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
川
幅
も
地
形
等
の
分
析
か
ら
現
状
の
三
倍
以
上
の
大
河
川
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
勝
瑞
は
こ
の
旧
吉
野
川

（
中
世
の
吉
野
川
本
流
）
の
右
岸
に
沿
っ
て
展
開
し
て
お
り
、
デ
ル
タ
地
帯
の
中
心
に
位
置
す
る
と
と
も
に
、
旧
吉
野
川
が
形
成
す

る
自
然
堤
防
帯
の
下
流
側
の
限
界
点
に
位
置
し
て
い
る
と
も
い
え︵
1
）る。
旧
吉
野
川
は
、
勝
瑞
を
過
ぎ
た
地
点
か
ら
南
北
二
方
向
に
分

流
し
て
お
り
、
中
世
で
は
、
北
側
の
水
路
（
旧
吉
野
川
）
は
撫む

養や

に
、
南
側
の
水
路
（
今
切
川
）
は
別べ
っ

宮く

に
通
じ
て
い
た
と
さ
れ︵
2
）る。

撫
養
・
別
宮
と
も
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
の
『
兵
庫
北
関
入
舩
納
帳
』
に
記
載
さ
れ
た
港
町
で
あ
り
、
水
運
を
意
識
し
た
立
地
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
勝
瑞
の
歴
史
に
つ
い
て
略
述
す
る
。
勝
瑞
は
、
中
世
後
期
に
阿
波
国
守
護
で
あ
っ
た
細
川
氏
の
守
護
所
が
お
か
れ
た
場
所

で
あ
り
、
後
年
に
は
、
細
川
氏
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
三
好
氏
の
戦
国
城
下
町
が
営
ま
れ
た
場
所
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

細
川
氏
に
よ
る
守
護
所
建
設
以
前
の
歴
史
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
古
く
に
は
小
笠
原
氏
の
守
護
所
が
お
か
れ
た
と
の

説
が
あ︵
3
）り、
徳
島
県
史
も
こ
れ
を
採
用
し
て
い
る
が
、
確
か
な
根
拠
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
わ
ず
か
に
住
吉
大
社
領
井い
の

隈
く
ま
の

荘し
ょ
うに
属
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
近
年
、
こ
の
荘
園
内
に
所
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
勝
瑞
津
」
に
関
す
る

検
討
が
行
わ
れ
て
お
り
、
守
護
所
移
転
以
前
か
ら
の
拠
点
性
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ︵
4
）る。

　

守
護
所
と
し
て
の
勝
瑞
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。
細
川
氏
は
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
に
足
利
尊
氏
の
命
に
よ
り

四
国
の
国
大
将
と
し
て
阿
波
に
入
部
し
、
四
国
経
営
の
拠
点
と
し
て
足
利
氏
の
所
領
で
あ
っ
た
秋
月
に
守
護
所
を
お
い
た
と
さ
れ︵
5
）る。
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そ
の
後
、
南
北
朝
内
乱
の
終
息
、
康
暦
の
政
変
を
経
て
、
阿
波
一
国
の
守
護
と
し
て
の
地
位
が
確
定
し
て
い
く
な
か
で
、
秋
月
か
ら

勝
瑞
に
守
護
所
を
移
転
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。
具
体
的
な
移
転
時
期
に
つ
い
て
は
、
早
い
も
の
で
は
①
応
安
年
間
と
す
る︵
6
）説、
②

明
徳
年
間
ま
で
と
す
る︵
7
）説な
ど
、
応
仁
の
乱
以
前
に
成
立
時
期
を
求
め
る
も
の
と
、
③
応
仁
の
乱
以
後
の
守
護
在
国
体
制
へ
の
変
化

に
画
期
を
求
め
る
説
と
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
文
献
に
よ
る
守
護
の
勝
瑞
居
住
の
初
見
は
『
後
法
興
院
記
』
明
応
二
年
（
一

四
九
三
）
の
条
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
遅
く
と
も
明
応
年
間
に
は
守
護
所
と
し
て
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ︵
8
）る。

　

そ
の
後
阿
波
守
護
細
川
氏
は
、
畿
内
の
両
細
川
の
乱
に
関
与
し
、
勝
瑞
を
起
点
に
畿
内
の
政
争
に
参
戦
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の

過
程
で
台
頭
し
て
き
た
の
が
、
当
時
守
護
代
ク
ラ
ス
の
有
力
被
官
と
し
て
阿
波
細
川
氏
の
軍
事
部
門
を
担
当
し
て
い
た
三
好
氏
で
あ

っ
た
。
三
好
氏
は
明
応
の
政
変
以
降
、
之ゆ

き

長な
が

、
元
長
（
之
長
の
孫
）
が
再
三
に
わ
た
っ
て
畿
内
に
出
兵
し
、
元
長
の
子
で
あ
る
長な
が

慶よ
し

の
時
期
に
畿
内
で
覇
を
唱
え
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
阿
波
に
お
い
て
は
長
慶
の
弟
で
あ
る
実じ
っ

休き
ゅ
うが
天
文
二
一
年
（
一
五
五
二
）
に

守
護
細
川
持
隆
を
自
殺
に
追
い
込
み
実
権
を
掌
握
す
る
。
こ
れ
以
後
勝
瑞
は
、
細
川
氏
の
守
護
所
か
ら
戦
国
大
名
阿
波
三
好
氏
（
実

休
の
家
系
）
の
城
下
町
へ
と
都
市
の
性
格
を
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な︵
9
）る。

　

実
休
が
三
好
本
宗
家
（
長
慶
の
家
系
）
と
の
連
携
に
も
と
づ
き
河
内
に
拠
点
を
移
し
た
後
、
阿
波
国
は
実
休
の
子
で
あ
る
三
好
長な

が

治は
る

と
、
家
宰
と
し
て
こ
れ
を
支
え
た
篠
原
長
房
を
軸
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
の
上
桜
合
戦
で
篠

原
長
房
が
三
好
長
治
に
滅
ぼ
さ
れ
て
以
降
は
国
内
が
混
乱
し
、
三
好
氏
は
求
心
力
を
失
い
、
長
治
自
身
も
敵
対
勢
力
の
反
抗
を
受
け

自
害
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
阿
波
国
内
の
状
況
は
隣
国
土
佐
の
長
宗
我
部
氏
の
侵
攻
を
招
き
、
長
治
の
後
継
者
と
な
っ
た

十そ
ご
う河
（
三
好
）
存ま
さ

保や
す

は
、
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
に
勝
瑞
近
郊
の
中
富
川
付
近
で
長
宗
我
部
軍
を
迎
え
撃
つ
も
大
敗
を
喫
し

（
中
富
川
の
合
戦
）、
讃
岐
に
退
い
た
こ
と
か
ら
、
阿
波
に
お
け
る
三
好
氏
の
本
拠
地
勝
瑞
は
廃
絶
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

勝
瑞
廃
絶
の
三
年
後
、
天
正
一
三
年
（
一
五
八
五
）
に
、
豊
臣
秀
吉
の
四
国
平
定
に
と
も
な
い
阿
波
に
入
国
し
た
蜂
須
賀
氏
は
勝

瑞
を
政
治
拠
点
と
し
て
利
用
せ
ず
、
当
初
、
阿
波
国
内
最
大
の
山
城
で
あ
る
一
宮
城
に
入
っ
た
後
、
時
を
お
か
ず
現
在
の
徳
島
に
新
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た
に
織
豊
系
城
郭
を
築
き
、
城
下
町
の
整
備
に
取
り
か
か
る
。
こ
の
際
に
勝
瑞
か
ら
は
多
く
の
寺
院
や
商
職
人
が
移
転
さ
せ
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
勝
瑞
の
現
地
に
は
往
時
の
姿
を
と
ど
め
る
も
の
が
伝
え
ら
れ
ず
、
ほ
ど
な
く
田
畑
に
か
え
り
、
近
年
の
発
掘
調
査
に
よ

り
そ
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
、
阿
波
の
守
護
所
・
戦
国
城
下
町
は
長
い
眠
り
に
つ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

第
二
節　

廃
絶
後
「
勝
瑞
像
」
の
変
遷
に
つ
い
て

　

本
節
で
は
、
文
献
史
料
を
中
心
に
近
年
の
発
掘
調
査
の
成
果
も
援
用
し
な
が
ら
、
中
世
末
の
勝
瑞
廃
絶
以
後
現
代
に
い
た
る
ま
で

の
、
阿
波
国
に
お
け
る
「
勝
瑞
像
」
の
変
化
を
た
ど
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
際
、
歴
史
学
、
ま
た
考
古
学
等
に
よ
る
詳
細
な
検
討
に

つ
い
て
は
各
論
文
に
譲
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
近
世
以
降
に
記
述
・
編
纂
さ
れ
た
二
次
史
料
を
用
い
て
、
こ
れ
ら
の
史
料
が
書
か

れ
た
各
時
点
に
お
い
て
勝
瑞
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
の
か
、
各
時
期
の
「
勝
瑞
像
」
に
着
目
し
、
こ
れ
を
時
系
列
に
た

ど
る
こ
と
に
よ
り
、
近
世
か
ら
近
代
・
現
代
に
い
た
る
「
勝
瑞
像
」
の
変
化
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

（
1
）　

軍
記
物
語
か
ら
藩
撰
地
誌
へ

　

こ
こ
で
は
、
近
世
初
頭
か
ら
中
期
に
か
け
て
成
立
し
た
軍
記
・
地
誌
等
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
た
「
勝
瑞
像
」
を
確
認

す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
世
人
の
勝
瑞
に
対
す
る
意
識
の
変
化
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
数
あ
る
軍
記
物
類
の
な
か
で
も
比
較
的
早
期
に
成
立
し
た
も
の
と
し
て
、
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
の
奥
書
を
持
つ
『
故

城
記
』（『
阿
波
国
徴
古
雑
抄
』
所
収
）
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は
、
中
世
阿
波
国
の
城
館
に
つ
い
て
逐
条
的
に
列
挙
し
た
い
わ
ゆ
る

「
書
き
上
げ
物
」
で
あ
る
が
、
関
連
の
記
事
と
し
て
は
、
勝
瑞
の
項
の
筆
頭
に
「
細
川
屋
形
」
を
記
載
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
と
は

別
に
「
勝
瑞
屋
形
」
が
並
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
当
主
に
つ
い
て
も
、「
御
屋
形
様
」
と
さ
れ
る
「
細
川
屋
形
」
の
細
川
真

之
と
「
勝
瑞
屋
形
」
の
三
好
長
治
・
存
保
が
対
置
さ
れ
て
お
り
、
複
数
の
中
心
核
を
持
つ
政
治
拠
点
像
を
示
唆
す
る
記
述
と
な
っ
て
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い
る
。

　

次
に
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
四
四
）
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
昔
阿
波
物
語
』（『
阿
波
国
徴
古
雑
抄
』
所
収
）
の
記
述

か
ら
は
、
①
勝
瑞
に
「
市
」
と
称
さ
れ
る
町
場
空
間
が
所
在
し
た
こ
と
、
②
そ
こ
に
は
一
定
の
人
口
を
有
す
る
「
町
人
」
と
呼
ば
れ

る
住
民
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
、
③
彼
ら
は
「
盗
人
」
に
対
し
自
衛
的
な
「
合
戦
」
を
行
う
能
力
を
有
し
た
こ
と
な
ど
、
商
業
的
に

発
展
し
た
都
市
像
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
同
史
料
の
後
段
に
は
、
多
数
で
多
宗
派
か
ら
な
る
寺
院
に
つ
い
て
の
記
載

が
あ
る
。
こ
れ
は
同
じ
く
近
世
初
期
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
「
阿
州
三
好
記
大
状
前
書
」
お
よ
び
「
阿
州
三
好
記
並
寺
立
屋
敷
割

次
第
」（
と
も
に
『
阿
波
国
徴
古
雑
抄
』
所
収
）
に
見
ら
れ
る
寺
院
の
書
き
上
げ
と
も
内
容
的
に
符
合
し
て
お
り
、
勝
瑞
の
都
市
的

発
展
を
物
語
る
根
拠
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
、『
故
城
記
』
お
よ
び
『
昔
阿
波
物
語
』
の
記
述
か
ら
は
、
複
数
の
都
市
核
を
持
ち
、
一
定
の
人
口
を
有
す
る
町
場
や
多
数

の
寺
院
が
展
開
す
る
発
展
し
た
都
市
様
相
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
勝
瑞
廃
絶
か
ら
時
間
経
過
の
浅
い
近
世

初
期
の
段
階
で
は
、
大
規
模
に
発
展
を
遂
げ
た
都
市
像
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、
上
記
の
諸
史
料
か
ら
や
や
年
代
が
下
が
っ
た
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
三
好︵
10
）記』
の
記
載
を
見

て
み
よ
う
。

勝
瑞
の
城
と
申
す
は
、
墓
々
敷
堀
も
掘
ら
ず
、
僅
か
に
堀
一
重
ば
か
り
塗
て
、
方
一
二
町
に
は
不
過
、
其
内
に
櫓
十
四
五
程
搔

双
べ
た
り

　

こ
こ
か
ら
は
、
一
七
世
紀
も
後
半
に
入
り
同
時
代
の
記
憶
が
薄
れ
て
い
く
な
か
で
、
大
規
模
に
発
展
し
た
都
市
イ
メ
ー
ジ
が
、
単

純
・
小
規
模
で
マ
イ
ナ
ー
な
政
治
拠
点
像
へ
変
化
し
て
い
く
様
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

続
い
て
、
半
世
紀
ほ
ど
時
代
が
下
っ
た
享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
三
六
）
成
立
の
『
南
海
通︵
11
）記』（
香
西
元
資
著
）
に
も
、
屋
形

構
え
の
単
郭
方
形
館
と
い
う
、『
三
好
記
』
に
見
ら
れ
る
勝
瑞
イ
メ
ー
ジ
を
承
け
て
の
記
述
が
見
ら
れ
、
近
世
中
期
以
降
、
シ
ン
プ
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ル
で
小
規
模
な
勝
瑞
像
が
定
着
し
て
い
く
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
）
に
編
纂
さ
れ
た
藩
撰
地
誌
『
阿
波︵
12
）志』
の
記
事
を
取
り
上
げ
、
近
世
後
期
の
勝
瑞
像

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
勝
瑞
像
の
変
化
の
理
由
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。

勝
瑞
城　
　

南
貞
方
に
至
る
、
北
馬
木
に
至
る
、
南
門
西
貞
方
小
島
の
間
に
あ
り
、
台
を
距
る

千
二
百
歩
許
り
、
延
元
二
年
源
頼
春
此
に
居
る
。（
略
）
池
を
穿
つ
三
重
、
貞
方
、
吉

住
吉
、
音
瀬
、
矢
上
、
笠
木
、
高
房
等
皆
羅
城
中
に
在
り

　

こ
こ
に
は
、
広
大
な
範
囲
に
お
よ
ぶ
羅
城
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。
文
中
の
「
池
」
に
つ
い
て
、
仮
に
こ
れ
を
「
堀
・
濠
」
ま
た
は

「
堀
川
」
と
解
釈
し
た
場
合
、「
三
重
」
は
南
千
間
堀
・
北
千
間
堀
・
館
堀
に
比
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
解
釈
に
よ
っ
た
場
合
、
城
館
自
体
は
単
郭
構
造
と
な
り
、『
三
好
記
』『
南
海
通
記
』
に
見
ら
れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
踏
襲
す
る
小
規
模

で
マ
イ
ナ
ー
な
「
勝
瑞
像
」
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
認
識
が
踏
襲
さ
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に
、
当
該
時
期
の
勝
瑞
の
現
状
か
ら
の
影
響
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

城
館
廃
絶
後
の
勝
瑞
は
、
慶
長
期
か
ら
寛
永
期
に
か
け
て
の
讃
岐
街
道
の
西
遷
に
よ
り
流
通
ル
ー
ト
か
ら
は
な
れ
、
町
場
機
能
を
漸

次
消
失
し
な
が
ら
農
村
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
地
で
は
三
好
氏
菩
提
寺
で
あ
る
見
性
寺
が
旧
郭
跡
に
移
転
し
て
存

続
し
た
た
め
、
農
地
の
中
に
方
形
単
郭
の
城
跡
の
み
が
伝
世
さ
れ
た
こ
と
が
マ
イ
ナ
ー
評
価
の
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
第
二
と

し
て
、『
阿
波
志
』
の
文
献
と
し
て
の
性
格
が
あ
げ
ら
れ
る
。
徳
島
藩
の
藩
撰
地
誌
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
蜂
須
賀
入
部

以
前
の
三
好
治
世
に
関
す
る
過
小
評
価
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
羅
城
」、
い
わ
ゆ
る
惣
構
に
つ
い
て
は
、

域
内
の
字
名
が
継
続
し
た
こ
と
、
ま
た
、
南
千
間
堀
、
北
千
間
堀
が
水
路
と
し
て
継
続
使
用
さ
れ
地
形
が
大
き
く
改
変
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
ま
で
伝
承
が
残
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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（
2
）　

郡
村
誌
・
郡
誌
か
ら
県
史
・
町
史
へ

　

こ
こ
ま
で
、
近
世
に
編
纂
さ
れ
た
軍
記
物
・
地
誌
等
の
二
次
史
料
を
素
材
に
、
各
時
期
の
人
々
が
描
い
た
勝
瑞
像
を
た
ど
っ
て
き

た
。
そ
の
な
か
で
、
当
初
、
大
規
模
で
発
展
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
都
市
像
が
、
時
代
の
経
過
と
と
も
に
単
純
で
小
規
模
な
イ

メ
ー
ジ
に
変
化
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
よ
う
な
都
市
イ
メ
ー
ジ
は
、
近
代
以
降
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
、
ま

た
は
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
明
治
以
降
、
敗
戦
ま
で
の
あ
い
だ
に
書
か
れ
た
資
料
を
記
述
年
代
順
に
検
討
し
、

近
代
に
お
け
る
勝
瑞
像
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、
最
初
の
検
討
対
象
と
し
て
、
明
治
初
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
阿
波
国
板
野
郡
村︵
13
）誌』
を
取
り
上
げ
た
い
。
こ
こ
に
は
、

勝
瑞
城
跡
址　
　

幅
員
詳
ナ
ラ
ズ　

本
丸
ノ
址
ト
称
ス
ル
地　

本
村
ノ
北
方
字
馬
木
ニ
ア
リ　

高
凡
壱
丈　

面
積
千
三
百
坪
許　

堀
ア
リ　

回
字
形
ヲ
為
ス　

享
保
年
間
見
性
寺
ヲ
此
地
ニ
移
ス　

南
西
ノ
方
ニ
中
廊
ノ
壕
址
ア
リ　

坤
ノ
方
凡
六
町
ヲ
距
リ
大

門
ノ
址
称
す
る
ア
リ　

細
川
三
好
の
両
氏
続
テ　

此
ニ
居
ル　

天
正
十
年
長
曾
我
部
元
親
ノ
為
メ
陥
ル　

阿
波
志
曰　

南
至
貞

方　

北
至
馬
木　

西
南
門
在　

西
貞
方
小
島
之
間
距
臺
千
二
百
歩
許
（
下
略
）

と
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
は
、
ま
ず
、『
阿
波
志
』
と
同
様
に
勝
瑞
城
の
主
郭
（
本
丸
）
を
現
在
の
見
性
寺
境
内
に
比
定
し
、
こ
れ

を
単
郭
の
方
形
館
と
と
ら
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
惣
構
の
範
囲
に
つ
い
て
も
『
阿
波
志
』
の
記
述
を
援
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
勝
瑞
を
建
設
し
た
と
思
わ
れ
る
細
川
氏
や
、
こ
れ
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
三
好
氏
も
、
と
も
に
現
見

性
寺
境
内
に
所
在
し
た
単
郭
方
形
館
を
居
城
と
し
て
い
た
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。『
故
城
記
』
な
ど
近
世
初
期
の

記
載
と
は
異
な
る
解
釈
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
二
例
目
と
し
て
は
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
編
纂
の
『
板
野
郡︵
14
）誌』
の
第
二
二
章
「
阿
波
諸
城
址
（
板
野
郡
分
）」
の
項

を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
、
勝
瑞
城
跡
に
関
す
る
記
述
の
冒
頭
で
勝
瑞
の
規
模
と
構
造
に
つ
い
て
先
述
の
『
阿
波
国
板
野
郡
村
誌
』
の

記
述
を
援
用
し
、
続
い
て
『
阿
波
志
』
お
よ
び
『
三
好
記
』
の
記
事
を
引
用
し
て
い
る
。
し
か
る
後
に
、
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こ
れ
ら
を
綜
合
し
て
推
察
す
る
と
き
は
昔
の
本
丸
の
址
に
今
の
見
性
寺
を
建
て
ら
れ
し
も
の
の
如
く
見
性
寺
及
び
天
主
村
山
の

邊
に
至
る
一
帯
は
勝
瑞
屋
形
の
所
在
地
に
し
て
廣
さ
凡
そ
二
町
四
方
に
及
び
し
な
ら
ん
、
而
し
て
本
城
は
吉
野
朝
末
期
に
属
す

る
も
の
な
れ
ば
鉄
砲
伝
来
後
の
築
城
法
と
其
の
趣
を
異
に
し
構
造
寺
院
に
近
く
本
丸
を
除
く
外
別
に
内
堀
な
ど
な
か
り
し
か
ば

城
郭
の
変
遷
も
ま
た
甚
し
か
ら
ず
や

と
結
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
、
近
世
後
期
以
降
の
単
純
小
規
模
な
マ
イ
ナ
ー
イ
メ
ー
ジ
が
、
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
採
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　

三
例
目
は
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
発
行
さ
れ
た
『
徳
島
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
』
第
一︵
15
）輯の
勝
瑞
城
跡
の
記
述

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
冒
頭
で
、

板
野
郡
住
吉
村
字
勝
瑞
に
在
り
。
現
今
屋
形
と
称
す
る
小
高
き
地
面
と
、
其
の
外
堀
と
を
存
し
、
地
域
四
反
許
あ
り
。
城
内
に

は
龍
音
山
見
性
寺
、
三
好
大
権
現
堂
、
並
に
三
好
家
累
代
の
墓
石
あ
り
。
其
付
近
に
天
守
址
、
雞
場
、
お
山
、
西
町
等
の
古
名

を
存
す

と
し
た
後
に
、『
阿
波
志
』
の
記
述
を
引
用
し
、

詮
春
屋
形
を
構
へ
し
よ
り
以
来
十
代
、
次
ぎ
て
三
好
三
代
、
前
後
二
百
有
余
年
、
兵
威
四
隣
振
ひ
殷
盛
を
極
め
た
り
し
も
兵
変

の
為
、
高
楼
臺
閣
悉
く
鳥
有
に
帰
し
て
、
当
年
の
繁
華
一
炊
の
夢
と
化
す
。
城
跡
の
付
近
は
田
畑
と
な
り
、
僅
に
地
名
に
当
時

の
面
影
を
偲
は
し
む
る
に
過
ぎ
ず
。

と
結
ぶ
。
城
跡
付
近
に
存
す
る
天
守
跡
、
雞
場
、
お
山
、
西
町
等
の
古
地
名
の
採
録
は
注
目
に
値
す
る
が
、
城
館
本
体
の
構
造
に
つ

い
て
は
単
郭
の
方
形
館
と
し
、
見
性
寺
境
内
地
を
も
っ
て
細
川
氏
・
三
好
氏
共
通
の
政
治
拠
点
と
す
る
な
ど
、
こ
こ
で
も
近
世
後
期

以
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
戦
前
ま
で
の
勝
瑞
イ
メ
ー
ジ
は
、
戦
後
、
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
、
ま
た
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
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か
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
戦
後
の
徳
島
県
に
お
け
る
歴
史
の
集
大
成
で
あ
る
『
徳
島
県
史
』（
昭
和
三
八
年
発︵
16
）行）
に
見
ら
れ
る
勝
瑞

城
関
連
の
記
述
を
取
り
上
げ
、
検
討
し
た
い
。『
徳
島
県
史
』
第
二
巻
第
四
章
第
一
節
に
「
勝
瑞
城
」
と
し
て
、

　

貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
九
月
細
川
頼
之
は
、
将
軍
義
詮
の
召
に
よ
り
上
洛
す
る
に
あ
た
り
、
阿
波
を
弟
の
詮
春
の
分
国
と

し
た
。
詮
春
は
勝
瑞
の
居
館
を
応
安
年
間
（
一
三
六
八
～
七
一
）
に
修
補
し
て
居
城
と
し
阿
波
の
守
護
所
と
し
た
。

　

勝
瑞
は
か
つ
て
初
期
小
笠
原
氏
の
守
護
所
の
所
在
地
井
隈
荘
に
あ
り
、
細
川
和
氏
は
先
に
こ
こ
に
退
隠
し
、
居
室
に
適
粋
の

額
を
掲
げ
て
風
流
吟
味
を
楽
し
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
、
詮
春
の
居
館
も
す
で
に
此
処
に
在
っ
た
の
を
修
補
し
た
の
で
あ
る
。

と
の
記
述
が
あ
り
、
県
史
が
勝
瑞
の
前
史
を
小
笠
原
初
期
守
護
所
に
求
め
る
こ
と
、
ま
た
、
細
川
氏
の
守
護
所
と
し
て
の
勝
瑞
成
立

を
南
北
朝
期
と
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
県
史
は
『
阿
波
志
』
の
記
事
を
引
用
し
、
広
域
に
わ
た
る
「
羅
城
」
を
持
つ
政
治
拠
点

像
を
採
用
す
る
。
ま
た
、「
羅
城
」
中
の
中
心
区
画
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
龍
音
山
見
性
寺
の
あ
る
所
は
小
高
く
な
り
地
域
約
四
十
ア
ー
ル
、
外
堀
を
め
ぐ
ら
せ
て
こ
こ
が
城
の
本
丸
で
あ
る
。

と
す
る
。
以
上
か
ら
、
県
史
は
、
守
護
所
勝
瑞
の
成
立
を
南
北
朝
期
と
す
る
と
こ
ろ
に
独
自
の
見
解
を
有
す
る
が
、
そ
の
範
囲
・
構

造
等
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
『
阿
波
志
』
の
解
釈
を
援
用
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

　

次
に
県
史
の
二
年
後
に
勝
瑞
の
地
元
で
あ
る
藍
住
町
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
藍
住
町
史
』（
昭
和
四
〇
年
発︵
17
）行）
の
記
述
内
容
を
確

認
し
よ
う
。
こ
の
町
史
の
勝
瑞
に
関
す
る
記
述
の
最
大
の
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で
の
主
な
史
料
に
よ
る
勝
瑞
像
を
並
記
す
る
こ
と
に
あ

る
。
具
体
的
に
は
『
阿
波
志
』『
昔
阿
波
物
語
』『
阿
州
古
戦
記
』『
三
好
記
』
等
の
記
事
を
列
挙
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
か
ら
の

勝
瑞
像
は
、
都
市
の
殷
賑
を
伝
え
る
も
の
や
、
単
純
・
小
規
模
な
本
拠
像
を
語
る
も
の
な
ど
諸
説
が
混
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
ま
と

め
と
し
て
、

何
が
真
か
わ
か
ら
な
い
が
、
城
の
外
方
防
御
線
は
、
勝
瑞
、
矢
上
、
音
瀬
、
笠
木
、
馬
木
、
高
房
、
吉
成
、
東
貞
方
、
西
貞
方

の
広
域
に
亘
っ
て
い
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
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と
、『
阿
波
志
』
の
解
釈
を
援
用
し
結
ん
で
い
る
。

　

以
上
、
戦
後
に
公
的
な
歴
史
叙
述
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
県
史
お
よ
び
地
元
町
史
の
記
載
内
容
は
、
基
本
的
に
『
阿
波
志
』
の
記
述

を
援
用
し
て
お
り
、
広
大
な
羅
城
の
存
在
と
小
規
模
で
単
純
な
構
造
の
本
城
と
い
う
、
近
世
を
通
じ
て
形
作
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
踏

襲
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
3
）　

科
学
的
研
究
の
萌
芽

　

昭
和
四
〇
年
代
以
降
、
県
史
、
町
史
等
の
編
纂
事
業
と
は
別
に
、
研
究
者
個
人
に
よ
る
科
学
的
研
究
の
萌
芽
が
見
ら
れ
た
。
た
だ
、

勝
瑞
に
つ
い
て
は
、
そ
の
規
模
や
構
造
を
直
接
的
に
示
す
同
時
代
史
料
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
構
造
確
認
の
た
め
の
発
掘
調
査

が
こ
の
時
点
で
は
ま
っ
た
く
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
歴
史
学
的
な
面
か
ら
も
、
ま
た
考
古
学
的
な
面
か
ら
も
資
料
的
制
約
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、
と
く
に
地
理
学
的
な
手
法
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
は
研
究
対
象
と
な
る

遺
跡
に
つ
い
て
、
詳
細
な
地
形
観
察
か
ら
立
地
条
件
を
分
析
し
、
地
籍
図
を
解
析
す
る
こ
と
に
よ
り
復
原
的
に
検
討
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
徳
島
県
内
に
お
け
る
初
期
の
代
表
的
な
研
究
と
し
て
本
田
昇︵
18
）氏、
お
よ
び
羽
山
久︵
19
）男氏
の
研
究
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
「
勝
瑞
像
」
は
、
精
緻
な
地
理
学
的
考
証
か
ら
広
域
に
わ
た
る
大
規
模
遺
跡
と
し
て
提
示
さ
れ
て
お
り
、

主
に
伝
承
に
も
と
づ
く
こ
れ
ま
で
の
記
述
と
は
一
線
を
画
す
る
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
後
述
す

る
全
国
の
都
市
研
究
に
お
け
る
歴
史
地
理
学
の
動
向
と
も
連
動
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
年
の
学
際
的
研
究
の
基
礎
を
な
す
も
の
と
し

て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
勝
瑞
の
中
心
区
画
に
つ
い
て
は
、
資
料
等
の
不
足
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
現
見
性
寺
に
所
在

す
る
単
郭
方
形
館
と
の
立
場
を
と
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、『
阿
波
志
』
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
勝
瑞
像
の
延
長
線
上

に
あ
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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序
章
で
も
ふ
れ
た
が
、
勝
瑞
の
発
掘
調
査
が
始
ま
っ
て
今
年
で
二
四
年
目
を
迎
え
る
。
あ
と
一
年
で
四
半
世
紀
の
節
目
で
あ
る
。

こ
の
時
間
経
過
を
人
間
に
た
と
え
る
と
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
幼
児
が
国
政
選
挙
に
立
候
補
で
き
る
ま
で
の
期
間
に
該
当
す
る
。
長

い
取
り
組
み
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
発
掘
を
担
当
し
た
藍
住
町
教
育
委
員
会
に
は
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

さ
て
、
節
目
と
い
う
こ
と
で
考
え
る
と
、
平
成
二
八
年
度
に
は
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
意
味
合
い
が
あ
る
。
勝
瑞
に
お
け
る
学
際

的
な
共
同
研
究
が
ス
タ
ー
ト
し
て
一
〇
年
の
節
目
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。
共
同
研
究
は
「
守
護
町
検
証
会
議
」
の
名
称
で
、
平
成
一

九
年
度
に
始
ま
っ
た
。
当
時
徳
島
で
は
、
勝
瑞
を
単
な
る
城
館
跡
に
と
ど
め
ず
、
そ
の
周
囲
に
広
が
る
寺
院
、
町
屋
、
港
津
な
ど
を

含
め
た
都
市
遺
跡
「
守
護
町
勝
瑞
」
と
し
て
捉
え
、
総
合
的
な
活
用
方
策
を
模
索
す
る
方
向
で
議
論
が
進
ん
で
い
た
。
そ
の
た
め
に

は
、
広
大
な
面
積
を
持
つ
「
守
護
町
勝
瑞
遺
跡
」
の
実
態
把
握
が
不
可
欠
で
あ
り
、
目
的
達
成
の
た
め
に
は
、
ま
ず
純
粋
に
学
術
的

な
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
徳
島
県
教
育
委
員
会
を
事
業
主
体
に
「
守
護
町
検
証
会
議
」
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

検
証
会
議
の
メ
ン
バ
ー
は
、
各
分
野
の
全
国
レ
ベ
ル
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
参
加
を
求
め
た
。
小
野
正
敏
氏
（
考
古
学
）、
仁
木
宏

氏
（
都
市
史
）、
山
村
亜
希
氏
（
歴
史
地
理
学
）、
千
田
嘉
博
氏
（
城
郭
研
究
）
の
各
氏
で
あ
り
、
後
に
天
野
忠
幸
氏
（
政
治
史
）
が

加
わ
っ
た
。
こ
れ
に
、
地
元
か
ら
は
平
井
松
午
氏
（
地
理
学
）、
須
藤
茂
樹
氏
（
文
献
史
学
）、
発
掘
担
当
で
あ
っ
た
重
見
髙
博
氏
が

入
り
、
県
教
委
が
事
務
局
を
つ
と
め
た
。
会
議
は
緊
縮
予
算
を
反
映
し
、
年
一
回
の
開
催
で
あ
っ
た
。「
ま
る
で
七
夕
さ
ん
み
た
い

な
会
だ
な
ァ
」
と
い
い
な
が
ら
、
平
成
二
五
年
度
ま
で
七
年
間
継
続
し
た
。
そ
の
成
果
が
、
本
書
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
『
勝
瑞　

守

護
町
検
証
会
議
報
告
書
』（
徳
島
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
三
）
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
検
証
会
議
で
の
議
論
の
蓄
積
を
ふ
ま
え
て
、
各
地
の
研
究
会
と
の
連
携
も
も
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
二
一
年
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に
は
、
仁
木
氏
が
世
話
人
を
つ
と
め
る
一
六
一
七
会
と
連
携
し
、
検
証
会
議
の
中
間
報
告
の
位
置
づ
け
で
、「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

阿

波
国
勝
瑞
の
空
間
構
造
を
探
る
―
―
守
護
所
・
戦
国
城
下
の
館
・
寺
・
港
」
を
実
施
し
た
。
県
内
外
か
ら
多
く
の
研
究
者
が
勝
瑞
を

訪
れ
、
踏
み
込
ん
だ
議
論
の
場
と
な
っ
た
。
遠
来
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
坂
本
嘉
弘
氏
、
川
岡
勉
氏
や
、
一
六
一
七
会
発
起

人
の
松
尾
信
裕
氏
、
大
澤
研
一
氏
、
山
上
雅
弘
氏
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

　

平
成
二
五
年
度
、
先
述
の
『
報
告
書
』
の
刊
行
を
以
て
、
守
護
町
検
証
会
議
は
ひ
と
ま
ず
そ
の
役
を
終
え
た
。
一
方
、
同
じ
年
度

に
城
下
町
科
研
（
基
盤
研
究
Ａ
「
中
世
・
近
世
移
行
期
に
お
け
る
守
護
所
・
城
下
町
の
総
合
的
研
究
」
研
究
代
表
・
仁
木
宏
）
が
ス

タ
ー
ト
し
、
徳
島
が
研
究
集
会
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
近
世
移
行
期
の
都
市
を
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と

か
ら
、
こ
こ
で
も
勝
瑞
研
究
が
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
集
会
は
、「
阿
波
の
守
護
所
・
城
下
町
と
四
国
社
会
」
の

テ
ー
マ
で
平
成
二
六
年
度
に
行
わ
れ
、
こ
れ
も
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。
県
外
か
ら
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
報
告
を
い
た

だ
い
た
、
玉
井
哲
雄
氏
、
坪
根
伸
也
氏
、
山
村
亜
希
氏
、
佐
藤
竜
馬
氏
、
川
岡
勉
氏
、
市
村
高
男
氏
に
は
、
改
め
て
お
礼
を
申
し
上

げ
た
い
。

　

こ
れ
ら
研
究
会
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
様
々
な
準
備
会
、
検
討
会
、
勉
強
会
が
も
た
れ
た
。
試
み
に
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
勝

瑞
関
係
の
勉
強
会
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
み
る
と
、
平
成
一
九
年
度
の
検
証
会
議
立
ち
上
げ
以
降
、
昨
年
ま
で
の
時
点
で
約
四
五
回
の
会

合
が
開
か
れ
て
い
た
。
そ
の
時
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
会
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
こ
れ
ら
の
成
果
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
、
世
に

問
う
べ
き
時
期
が
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
実
感
し
た
。

　

他
方
、
我
々
が
勝
瑞
研
究
を
続
け
て
い
る
間
に
、
四
国
各
地
で
は
研
究
成
果
の
集
成
と
公
表
が
相
次
い
だ
。
香
川
県
に
お
け
る

『
中
世
讃
岐
と
瀬
戸
内
世
界
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
）
や
、
高
知
県
で
の
『
中
世
土
佐
の
世
界
と
一
条
氏
』（
高
志
書
院
、
二
〇

一
〇
）
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
ま
た
、『
日
本
中
世
の
西
国
社
会
』
①
～
③
（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
・
二
〇
一
一
）
も
刊
行

さ
れ
、
こ
れ
に
愛
媛
県
の
研
究
者
の
多
く
が
参
画
す
る
な
ど
活
発
な
動
き
が
続
い
た
。
い
わ
ゆ
る
「
あ
と
が
き
愛
読
派
」
の
私
な
ど
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は
、
こ
れ
ら
の
書
物
に
記
さ
れ
た
、「
日
本
一
小
さ
な
香
川
県
の
若
手
研
究
者
で
も
、
こ
の
程
度
の
成
果
を
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
を
広

く
世
に
示
し
、
各
地
で
地
道
な
努
力
を
続
け
る
仲
間
た
ち
に
希
望
を
与
え
よ
う
」（『
中
世
讃
岐
と
瀬
戸
内
世
界
』
岩
田
書
院
、
二
〇

〇
九
）
と
い
う
力
強
い
使
命
感
や
、「
今
回
が
処
女
論
文
と
な
る
執
筆
者
の
興
奮
の
息
づ
か
い
が
感
じ
ら
れ
る
」（『
中
世
土
佐
の
世

界
と
一
条
氏
』（
高
志
書
院
、
二
〇
一
〇
）
と
い
っ
た
新
鮮
な
高
揚
感
に
ふ
れ
る
た
び
に
、「
い
つ
か
は
徳
島
も
」
と
の
思
い
を
強
く

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
「
い
つ
か
」
が
訪
れ
た
の
は
、
平
成
二
六
年
度
で
あ
る
。
折
し
も
、
大
阪
市
立
大
学
の
徳
島
合
宿
に
同
行
す
る
車
中
、
仁
木

氏
か
ら
、「
石
井
さ
ん
、
例
の
『
報
告
書
』
は
書
物
に
し
な
い
の
で
す
か
？
」
と
の
問
い
か
け
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
正
直
、「
待
っ

て
ま
し
た
」
の
思
い
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
既
存
の
『
報
告
書
』
を
そ
の
ま
ま
リ
ラ
イ
ト
し
製
本
す
る
の
で
は
余
り
に
も
も
っ
た
い
な

い
と
考
え
、
新
た
に
関
係
す
る
分
野
の
執
筆
者
を
募
り
、「
オ
ー
ル
徳
島
」
的
な
体
裁
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
と
き
の
求
め
に

応
じ
て
、
福
家
清
司
氏
、
福
本
孝
博
氏
、
長
谷
川
賢
二
氏
、
島
田
豊
彰
氏
が
、
新
た
に
執
筆
陣
に
加
わ
っ
た
。
ま
た
出
版
に
あ
た
っ

て
は
、
科
研
費
の
助
成
を
得
る
た
め
「
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
平
成
二
八
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
科
学
研
究
費
補

助
金
）
研
究
成
果
公
開
促
進
費
（
学
術
図
書
）」
に
申
請
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
原
稿
の
執
筆
・
編
集
に
加
え
て
、
科
研
費
申
請

手
続
き
が
重
な
り
一
時
は
繁
忙
を
極
め
た
が
、
め
で
た
く
申
請
は
認
可
さ
れ
、
出
版
に
向
か
っ
て
の
条
件
が
整
っ
た
。
編
集
段
階
で

は
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
原
稿
提
出
が
遅
れ
る
な
ど
、
気
を
も
む
場
面
も
幾
多
あ
っ
た
が
、
最
後
は
執
筆
者
諸
兄
の
頑
張
り
に
助
け

ら
れ
た
。

　

今
よ
う
や
く
総
べ
て
の
原
稿
が
出
そ
ろ
い
、
本
書
が
日
の
目
を
見
る
時
が
近
づ
い
て
き
た
。
生
ま
れ
い
ず
る
書
物
は
、
は
た
し
て

世
の
中
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
内
心
、
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
る
が
、
今
は
こ
れ
が
精
一
杯
の
到
達
点
で
も
あ
る
。

江
湖
の
ご
批
判
を
お
願
い
し
た
い
。

　

よ
く
思
う
こ
と
で
あ
る
が
、
徳
島
は
本
当
に
小
さ
な
県
（
面
積
も
、
人
口
も
）
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
例
し
て
研
究
者
人
口
も
ま
た
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寡
少
で
あ
る
。
仮
に
ラ
グ
ビ
ー
の
ス
ク
ラ
ム
ワ
ー
ク
に
た
と
え
る
な
ら
ば
、
絵
に
描
い
た
よ
う
な
軽
量
フ
ォ
ワ
ー
ド
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
が
、
名
に
し
負
う
重
戦
車
フ
ォ
ワ
ー
ド
と
組
み
合
っ
て
い
く
と
き
の
生
命
線
は
「
バ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
結
束
力
）」
で

あ
る
。
先
述
の
「
オ
ー
ル
徳
島
」
や
、
気
に
入
っ
て
使
っ
て
い
る
「
徳
島
惣
国
一
揆
」
の
発
想
が
こ
れ
に
あ
た
る
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
集
会
や
、
今
回
の
論
集
刊
行
も
、
こ
の
思
い
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
本
当
に
色
々
な
方
々
の

お
世
話
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
と
お
願
い
し
た
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
思
文
閣
出
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